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１．さまざまな文化的
所産（考古学的遺物、
芸術作品等々）に具
体的、実践的に触れ
る。

２．フィールドワークを行
モノの持つ意味を深く思
索するためのさまざまな
方法論を探求する。

３．モノと出会い、深
く思索するそのプロ
セスを学び、それを
自己の課題に応用
して卒業論文を制作
して公開する。

美術史 

この講義では、「西欧美術史学」の歴史について講義
します。日本の美術史学は、西欧美術史学から様々
な問題意識を吸収してきました。グローバリゼーション
時代に日本の大学で美術史を学ぶということについ
て受講生の皆さんとともに考えてみたいと思います。

1.西欧美術史学の知的遺産の基本部分を学ぶ。
2.西欧美術史学を相対化する。

○ ○ ○

美術史 

この講義では、メディア・アートの歴史を代表的な作品
の紹介によって辿ります。ヴィデオ上映やウェッブ上
の作品体験、山口情報芸術センターの見学等を行い
ます。

メディア・アートの歴史と代表作について簡単な解説
ができる。

○ ○ ○

芸術論特殊講義 

イメージという言葉の意味は多義的です。従来のイ
メージの解釈学は、造形芸術におけるイメージの意味
内容の解釈にその主題は限定されていました。この
講義では、現代芸術一般を対象とすることの可能な
広義の「イメージの解釈学」の構築を目指します。

ルネッサンス以降の、視覚芸術の諸問題を考察する
ことを通じて現代芸術に親しむための基礎を身につ
ける。

○ ○ ○

芸術論特殊講義 

イメージという言葉の意味は多義的です。従来のイ
メージの解釈学は、造形芸術におけるイメージの意味
内容の解釈にその主題は限定されていました。この
講義では、現代芸術一般を対象とすることの可能な
広義の「イメージの解釈学」の構築を目指します。前
期の継続。

ルネッサンス以降の、視覚芸術の諸問題を考察する
ことを通じて現代芸術に親しむための基礎を身につ
ける。

○ ○ ○

芸術論特殊講義 

この講義では、国内外で開催されている国際美術展
の現況について解説します。デジタル画像やビデオ
の上映を交えながら国際美術展の歴史、代表的な国
際美術展を紹介したのち、特に1990年代以降のグ
ローバリゼーションの影響について、ヨーロッパとアジ
アとの対比の中で見ていきます。

(1)国際美術展の現況について理解する。
(2)現代美術に関心をもつ。

○ ○ ○

芸術論特殊講義 

この講義では、2004年度に開催される展覧会を紹介
します。特に、企画趣旨や出品作品、作家について解
説します。

(1)各展覧会の企画趣旨について理解を深める。(2)
美術に関心をもつ。

○ ○ ○

芸術論特殊講義 

この講義では、近代から現代に至る建築・都市におけ
る美の捉え方について解説します。特に近代都市計
画家パトリック　ゲディスの理論である「生の図式」を
中心としながら、当時の建築・都市計画における彼の
理論の位置づけとその重要性について明らかにしま
す。さらに、今日の社会において、ゲディスの理論が
持つ意義とその新たな可能性について、実際の建築
や都市景観などの事例を交えながら解説します。

１．近代から現代に至る建築・都市の概要について理
解する。
２．建築・都市の美しさに関心を持つ。

○ ○ ○

美術史・芸術論演習 

学生の発表と討論
卒論作成のための準備訓練と資料集積

卒論を書けるようにする
プレゼンテーションの技術を身につける

○ ○ ○

美術史・芸術論演習 

学生の発表と討論
卒論作成のための準備訓練と資料集積

卒論を書けるようにする
プレゼンテーションの技術を身につける

○ ○ ○

美術史・芸術論演習 

受講者の研究テーマによる発表と、発表に対する質
問、討論を中心とした演習です。

1.自分の考えを持つこと。それを人にわかりやすく発
表できるようになること。
2.人の発表を聞いて、建設的な発言、討議ができるよ
うになること。

○ ○ ○

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

2006年4月1日
人文学部
人文社会学科
博物文化論コース

コースのGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）コースのカリキュラム

学部（学科）の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
学部の教育目的：　生きることの根源的な問いにかかわり、過去と現在を見据え、将来のあるべき姿を模索することを通じて、よりよい
未来を担う一人ひとりを育てること。
学科の教育目的：人類文化の形成と展開の実相を明らかにする。社会・文化に深く関心を持ち、その在り方を探究しようとする人材を
養成する。

コースの教育目的（具体的に記述・箇条書き）
文化の根元を探究し、その遺産を研究して、人間の高い叡智に学び深い教養を身につける。



美術史・芸術論演習 

受講者の研究テーマによる発表と、発表に対する質
問、討論を中心とした演習です。

1.自分の考えを持つこと。それを人にわかりやすく発
表できるようになること。
2.人の発表を聞いて、建設的な発言、討議ができるよ
うになること。

○ ○ ○

美術史実習 

コンピュータを用いてプレゼンテーション、資料収集、
Web作成等の技法の獲得

コンピュータを用いてプレゼンテーション、資料収集、
Web作成等の技法の獲得

○ ○ ○

美術史実習 

インターネットを活用したドキュメントの収集とウェブ・
コンテンツ作成を中心とした実習です。

各自、自分の研究テーマにあったインターネット活用
法を身につける。

○ ○ ○

美術史実習 

Microsoft PowerPointを使った効果的なヴィジュアル・
プレゼンテーションに習熟するための実習です。

各自、自分の研究テーマに関連する素材を蓄積、
テーマ毎に整理し、プレゼンテーション・ドキュメントを
作成、発表する。 ○ ○ ○

美術史実習 

コンピュータを用いてプレゼンテーション、資料収集、
Web作成等の技法の獲得

コンピュータを用いてプレゼンテーション、資料収集、
Web作成等の技法の獲得

○ ○ ○

考古学概説I 

日本考古学における基本的な方法論や研究成果・知
識について解説する。

1. 考古学の基本知識を獲得する。
2. 考古学の方法論への理解を深める。

○ ○ ○

考古学概説II 

日本考古学における基本的な方法論や研究成果・知
識について解説する。

1. 考古学の基本知識を獲得する。
2. 考古学の方法論への理解を深める。

○ ○ ○

東アジア考古学 

縄文時代から弥生時代への転換過程は，大陸からも
たらされた文化要素を様々な形で受容することで成し
遂げられる。講義では，特に石器と鉄器という物質文
化に注目し，弥生社会の形成過程を概観する。具体
的には，日本列島内における大陸系磨製石器の成立
とその生産・流通，鉄器の流入と生産，石器から鉄器
への転換過程といった問題について探求する。新来
の要素の影響下に形成された弥生時代社会の一側
面を描き出す。本講義は，上記のテーマで複数年次
にわたり継続的に取り組んでいるものであるが，取り
扱う個別の考古資料および題材は，毎年・開講学期
毎に異なる。

1. 考古学の基礎の一つであるところの実測図に盛り
込まれた情報を正確に読みとることができる力を養
う。
2. 遺物および遺構のデータの基礎的な操作方法，す
なわち考古学の方法論の基礎について習得する。
3. 学術論文を批判的に読解する力を養う。
4. 石器と鉄器を軸に描き出した弥生時代社会につい
て学ぶ。

○ ○ ○

東アジア考古学 

縄文時代から弥生時代への転換過程は，大陸からも
たらされた文化要素を様々な形で受容することで成し
遂げられる。講義では，特に石器と鉄器という物質文
化に注目し，弥生社会の形成過程を概観する。具体
的には，日本列島内における大陸系磨製石器の成立
とその生産・流通，鉄器の流入と生産，石器から鉄器
への転換過程といった問題について探求する。新来
の要素の影響下に形成された弥生時代社会の一側
面を描き出す。本講義は，上記のテーマで複数年次
にわたり継続的に取り組んでいるものであるが，取り
扱う個別の考古資料および題材は，毎年・開講学期
毎に異なる。

1. 考古学の基礎の一つであるところの実測図に盛り
込まれた情報を正確に読みとることができる力を養
う。
2. 遺物および遺構のデータの基礎的な操作方法，す
なわち考古学の方法論の基礎について習得する。
3. 学術論文を批判的に読解する力を養う。
4. 石器と鉄器を軸に描き出した弥生時代社会につい
て学ぶ。

○ ○ ○

東アジア考古学 

日本古代造瓦史論；
律令体制盛期における造瓦体制を官窯体制ととら
え、その成立前史から崩壊に至るまでを、出土瓦をお
もな材料に明らかにする。合わせて、瓦の生産遺跡
（窯跡）と消費遺跡（寺院・官衙）に関してもふれる。

日本の古代瓦の変遷について大まかな知識を取得
し、出土瓦の検討から何がわかるか、その分析方法
や資料的限界などを理解する。

○ ○ ○

比較考古学 

縄紋・弥生過渡期の土器研究：各地の縄紋終末の土
器と初期弥生土器を毎回プリントを教材として遺跡ご
とに個別に検討する。今期は昨年の継続として愛知
県の三河地方から始め、西の尾張地方に進む。今期
は、縄紋・弥生の並行推移説というべき学説に留意し
ながら、土器を紹介する。

１．考古学ではもっとも一般的な遺物である土器の資
料化を修得する。
２．考古学の方法論を実践的に修得する。

○ ○ ○

比較考古学 

前期の続きで、縄文時代終末の土器と初期弥生土器
を東海地方から近畿地方にかけて検討する。進行が
はかどれば、中・四国地方におよぶが、いちおう下の
資料を予定している。

１．考古学の一般的な資料である土器の資料化を修
得する。
２．考古学の方法論を実践的に修得する。 ○ ○ ○

考古学演習（4年生） 

卒業論文作成のための演習である。発表者の研究発
表の向上をはかるためには、問題の明確さ、資料の
実体化、収集・検索能力、説得力、口頭発表の仕方
などを指導する。

卒業論文を作成する。

○ ○ ○



考古学演習(4年生) 

卒業論文作成のための演習である。問題点の明確
化、資料の実体性などに加えて、論文執筆の要領を
後期には教示する。

卒業論文の完成を図る。

○ ○ ○

考古学演習（4年生 

卒業論文作成に向けての演習である。卒業論文で
は，自らが設定したテーマにそって研究を進め，論理
を展開する必要がある。膨大な考古資料の中から，
特定の資料を検索・抽出し，適切で正確かつ効果的
な資料操作を行い，自説を構築しなければならない。
授業では，受講生の研究の進捗状況を確認するとと
もに，考古学的な方法論の指導，具体的な資料操作
方法についての指導を行うことで，よりよい卒業論文
をなすための手助けを行う。

卒業論文作成に向けての演習である。卒業論文で
は，自らが設定したテーマにそって研究を進め，論理
を展開する必要がある。膨大な考古資料の中から，
特定の資料を検索・抽出し，適切で正確かつ効果的
な資料操作を行い，自説を構築しなければならない。
授業では，受講生の研究の進捗状況を確認するとと
もに，考古学的な方法論の指導，具体的な資料操作
方法についての指導を行うことで，よりよい卒業論文
をなすための手助けを行う。

○ ○ ○

考古学演習（4年生） 

卒業論文作成に向けての演習である。卒業論文で
は，自らが設定したテーマにそって研究を進め，論理
を展開する必要がある。膨大な考古資料の中から，
特定の資料を検索・抽出し，適切で正確かつ効果的
な資料操作を行い，自説を構築しなければならない。
授業では，受講生の研究の進捗状況を確認するとと
もに，考古学的な方法論の指導，具体的な資料操作
方法についての指導を行うことで，よりよい卒業論文
をなすための手助けを行う。

卒業論文作成に向けての演習である。卒業論文で
は，自らが設定したテーマにそって研究を進め，論理
を展開する必要がある。膨大な考古資料の中から，
特定の資料を検索・抽出し，適切で正確かつ効果的
な資料操作を行い，自説を構築しなければならない。
授業では，受講生の研究の進捗状況を確認するとと
もに，考古学的な方法論の指導，具体的な資料操作
方法についての指導を行うことで，よりよい卒業論文
をなすための手助けを行う。

○ ○ ○

考古学実習 

この授業では、野外の発掘調査に不可欠な測量法を
実習する。測量器械の操作方法と身のこなし方、計
算法、作図法を教授する。ただし雨天のばあいは室
内作業を実習する。

１．発掘調査に必要な測量ができるようになる。

○ ○ ○

考古学実習 

考古学の基礎的技術である考古資料の取り扱いにつ
いて指導する。考古学の研究対象は過去の時代のモ
ノ（遺構・遺物）である。その際，実物を取り扱うことが
基本ではあるが，研究の大部分の段階では，二次的
に加工された資料を取り扱うことが多い。この二次資
料の代表的なものは図面や写真である。この授業で
は，考古学的な資料の取り扱いのための基礎的技術
に習熟することを目的とする。この技術とは，下の一
般目標に示す３項目であるが，２および３は表裏一体
のものである。これらの技術はそれぞれ非常に高度
な専門的技術であるため，その習得には受講生の多
大な研鑽が必要とされるのは言うまでもない。考古学
実習ではこれらの技術を習得するための初歩的な手
ほどきを行うことで，考古遺物に対する理解を深め
る。

1. 壊れやすく貴重な実物そのものを実際に取り扱う
ための技術を習得する。2. 実物の資料化（実物から
二次資料への変換）のための技術の初歩を習得す
る。3. 二次資料（実測図・写真・拓本）に込められた情
報を判読する技術を習得する。

○ ○ ○

検討中

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き） 卒業論文の内容に関する到達目標の達成度が基準に達していること。（達成度判定基準は別表）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

卒業論文の達成度判定基準

内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

検討中

    


